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武
蔵
野
市
の
「
吉
祥
寺
東
急
Ｒ

Ｅ
Ｉ
ホ
テ
ル
じ
で
は
、
ラ
グ
ビ
ー

フ
ァ
ン
ら
約
６５
人
が
、・
サ
モ
ア
料

理
を
食
べ
た
り
、
地
元
ラ
グ
ビ
ー

チ
ー
ム
の
選
手
の
解
説
を
聞
い
た

り
し
な
が
ら
試
合
を
見
つ
め
た
。

　

会
場
で
は
、
野
菜
や
魚
を
コ
コ

ナ
ツ
ミ
ル
ク
と
あ
え
た
マ
リ
ネ

「
オ
カ
イ
ア
」
や
、
サ
モ
ア
風
の

パ
ン
ケ
ー
キ
「
パ
ン
ケ
ケ
」
、
タ

ロ
イ
モ
チ
ッ
プ
ス
を
提
供
。
試
合

が
始
ま
る
と
、
国
内
ト
ッ
プ
リ
ー

グ
下
部
ｏ
ト
ッ
プ
イ
ー
ス
ト
の

「
横
河
武
蔵
野
ア
ト
ラ
ス
タ
ー
ズ
」

や
女
子
チ
ー
ム
「
横
河
武
蔵
野
ア

ル
テ
ミ
ー
ス
タ
ー
ズ
」
の
選
手
５

人
が
ル
ー
ル
な
ど
を
解
説
し
た
。

　

会
場
に
は
友
人
同
士
や
家
族
連

れ
な
ど
が
訪
れ、
料
理
に
舌
鼓
。

最
後
の
プ
レ
ー
で
ト
ラ
イ
が
決
ま

る
と
、
フ
ァ
ン
ら
は
ハ
イ
タ
ッ
チ

で
喜
び
合
っ
た
。
友
人
２
人
と
訪

れ
た
三
鷹
市
の
公
務
員
富
岡
紀
子

さ
ん
（
４６
）
は
「
日
本
の
最
後
の
ト

ラ
イ
は
興
奮
で
手
が
震
え
た
。
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
勝
っ
て
決
勝
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
に
行
っ
て
ほ
し
い
」

と
話
し
た
。

◎
サ
モ
ア
料
理
の
（右
か
ら）
オ
カ
イ
ア、

タ
ロ
イ
モ
チ
ッ
プ
ス
、
パ
ン
ケ
ケ
◎
サ
モ

ア
料
理
を
楽
し
み
な
が
ら
、
日
本
の
ト
ラ

イ
に
拍
手
し
て
喜
ぶ
フ
ァ
ン
た
ち
（
５
日
、

武
蔵
野
市
吉
祥
寺
南
町
で）
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サ
モ
ア
出
身
の
ラ
フ
ア
エ
レ
選
手
が
ト
ラ
イ
を
決
め、
喜
び
を
爆
発
さ
せ
る

青
年
海
外
協
力
隊
サ
モ
ア
Ｏ
Ｂ
会
の
メ
ン
バ
ー
ら
（
５
日
、
新
宿
区
で
）

　

ラ
グ
ビ
ー
ｏ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
（
Ｗ
杯
）
で
、
日
本
代
表

は
５
日
の
試
合
で
サ
モ
ア
代
表
を
破
り
、
悲
願
の
８
強
入
り

へ
ま
た
一
歩
前
進
し
た
。
都
内
の
ホ
テ
ル
や
ス
ポ
ー
ツ
バ
ー

で
は
、
サ
モ
ア
に
ゆ
か
り
が
あ
る
人
た
ち
が
集
ま
り
、
大
型

テ
レ
ビ
な
ど
で
観
戦。
激
し
い
攻
防
の
連
続
に
歓
声
が
何
度

も
上
が
り
、
ノ
ー
サ
イ
ド
の
瞬
間
に
は
両
チ
ー
ム
に
惜
し
み

な
い
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

　

「
ど
っ
ち
も
頑
張
つ
て
！
」
。

５
日
夜
、
新
宿
区
に
あ
る
ス
ポ

ー
ツ
バ
ー
で
は
、
か
つ
て
サ

モ
ア
に
技
術
支
援
な
ど
に
赴

い
た
青
年
海
外
協
力
隊
の
Ｏ

Ｂ
ら
約
３０
人
が
大
型
ス
ク
リ
ー

ン
で
こ
の
一
戦
を
見
つ
め
、
チ

ャ
ン
ス
の
た
び
に
盛
り
上
が
っ－

た
。

　　

・
▼

そ
の
中
の
一
人、
大
塚
一
雄

さ
ん
（
５７
）
（
北
区
）
は
２０
代
だ

っ
た
１
９
８
９
年
か
ら
２
年

間
、
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
と

し
て
サ
モ
ア
の
銀
行
の
シ
ス
テ

ム
開
発
に
あ
た
っ
た
。
仕
事
に

励
む
傍
ら
、
現
地
の
人
た
ち
と

触
れ
合
い
、
ラ
グ
ビ
ー
に
抱
く

愛
や
情
熱
を
強
く
印
象
づ
け
ら

れ
た
。

日
本
と
同
じ
く
太
平
洋
に
浮

か
ぶ
島
国
で
、
人
口
約
２０
万
人

海
外
協
力
隊
◎
圏
ら
熱
狂

　　　　

ア
る

　
　
　 の国旗を身にまとい、両チームに声援

大塚さん （右） （５日、 新宿区で）

の
サ
モ
ア
Ｄ
大
塚
さ
ん
は
、
街

の
あ
ち
こ
ち
で
子
ど
も
た
ち
が

集
ま
り
、
櫓
円
球
を
追
っ
て
い

た
の
を
記
憶
し
て
い
る
。
「
マ

ヌ
ｏ
サ
モ
ア
（
サ
モ
ア
の
獣
た

ち
）
」
の
愛
称
で
呼
ば
れ
る
同

国
代
表
は
子
ど
も
た
ち
の
憧
れ

で、
代
表
が
勝
つ
と
車
同
士
が

ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
鳴
ら
し
合

い
、
お
祭
り
騒
ぎ
に
な
っ
た
と

い
う
。

大
塚
さ
ん
も
サ
モ
ア
人
の
知

人
に
誘
わ
れ
、
日
本
と
サ
モ
ア

の
ユ
ー
ス
チ
ー
ム
の
試
合
を

観
戦
し
、
大
男
た
ち
が
ぶ
つ

か
り
合
う
迫
力
に
魅
せ
ら
れ

た
。
た
だ
、
こ
の
時
の
日
本
は

相
手
へ
の
タ
ッ
ク
ル
を
怖
が

っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
、
サ
モ

ア
の
選
手
に
独
走
ト
ラ
イ
を

許
す
な
ど
大
敗
。・大
塚
さ
ん
は

周
囲
の
サ
モ
ア
人
か
ら
「
サ

モ
ア
が
日
本
に
勝
っ
た
」，
と
声

を
か
け
ら
れ
、
悔
し
い
思
い
も

し
た
。

大
塚
さ
ん
は
帰
国
後
も
サ
モ

ア
と
の
縁
を
大
事
に
し
て
お

り
、
サ
モ
ア
で
地
震
が
発
生
し

た
２
０
０
９
年
に
は
募
金
活
動

な
ど
を
行
っ
た
り．
現
在
は
、
サ

モ
ア
に
赴
い
た
青
年
海
外
協
力

隊
の
Ｏ
Ｂ
会
長
に
な
り
、
両
国

の
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
開
く
な
ど

し
て
い
る
。
大
塚
さ
ん
は
こ
の

試
合
の
開
始
前、
「
サ
モ
ア
は

第
二
の
故
郷
。
ど
っ
ち
に
も
勝

っ
て
ほ
し
い
」
と
複
雑
な
心
境

を
口
に
し
た
。

試
合
は
日
本
が
リ
ー
ド
し
、

サ
モ
ア
が
追
う
展
開
。
Ｏ
Ｂ
の

一
人
の
沢
井
慶
太
さ
ん
（
５１
）

は
、
サ
モ
ア
出
身
の
ラ
フ
ァ
エ

レ
テ
ィ
モ
シ
ー
選
手
が
ト
ラ
イ

を
決
め
る
と
拳
を
突
き
上
げ
て

喜
び
、
「
サ
モ
ア
も
盛
り
上
が

っ
て
い
る
の
で
は
」
と
興
奮
気

味
に
話
し
た
。
日
本
の
勝
利
が

決
ま
る
と
、ー
サ
モ
ア
人
で
神
奈

川
県
平
塚
市
に
住
む
平
川
工
ボ

さ
ん
（
５９
）
は
「
サ
モ
ア
も
頑
張

っ
た
が
、
日
本
は
強
か
っ
た
。

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
へ
行
っ
て

ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ
て

い
た
。
‐

大
塚
さ
ん
は
「
ま
さ
か
ダ
ブ

ル
ス
コ
ア
で
勝
つ
と
は
」
と
驚

き
つ
つ
、

「
両
チ
ー
ム
に
ト
ラ

イ
が
生
ま
れ
た
い
い
試
合
だ
っ

た
。
サ
モ
ア
の
選
手
も
力
強
か

っ
た
」
と
感
無
量
の
面
持
ち
で

語
っ
て
い
た
。

バラと洋館 美の共演 北区ｏ旧古河庭園
洋
館

者
か

女
子
学
園
中
Ｒ

花
（都
立
桜
修

校
２
年
）
▽
松

心
女
子
学
院
中

「
加
賀
の
千
代

を
、
林
家
花
さ

を
披
露
。
客
席

笑
い
声
が
上
が

米
大
統

展
望
、
影

公
益
財
団
法

調
査
会
」
は
ｍ

座
の
時
事
通
信

智
大
学
総
合
グ

中
学
英
語
弁
論

都
代
表
に
５
人

高
円
宮
杯
第
７１
回
全
日
本
中

学
校
英
語
弁
論
大
会
の
都
予
選

（
読
売
新
聞
社、
日
本
学
生
協

会
基
金
主
催、
東
進
ハ
イ
ス
ク

ー
ル
特
別
協
賛
）
が
５
日
、
赤

坂
区
民
ホ
ー
ル
（
港
区
赤
坂
）

で
あ
り、
都
代
表
５
人
が
決
ま

っ
た
。
大
会
に
は
６４
人
が
参
加

し
、
日
頃
の
練
習
成
果
を
披
露

し
た
。

都
代
表
の
５
人
は
、

１１
月
罰

日
に
同
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
る
関

東
地
区
予
選
に
出
場
し
、
勝
ち

都
代
表
に
選
ば
れ
た
（左
か
ら）

佐
々
木
さ
ん、
園
吉
さ
ん、
鈴
木

さ
ん
、
高
橋
さ
ん
、
松
井
さ
ん

抜
け
ば
同
月
２９
日
、
よ
み
う
り

ホ
ー
ル
（
千
代
田
区
有
楽
町
）

で
開
か
れ
る
決
勝
大
会
に
進
出

す
る
。
都
代
表
の
５
人
は
次
の

通
り
ｈ
敬
称
略
）
。

′▽
佐
々
木
美
瑠
（
東
京
女
学

館
中
３
年
）
▽
国
吉
せ
れ
の
（東

京
学
芸
大
学
付
属
世
田
谷
中
３

年
）
▽
鈴
木
佑
月
花
（豊
島
岡

寄席に１００人
話芸を楽しむむ

ｓ

　

．　
人
気
落
語
家
を
招
い
た
「
読

売
あ
い
え
す
寄
席
」
が
５
日
、

中
央
区
日
本
橋
人
形
町
の
読
売

Ｉ
Ｓ
本
社
で
開
か
れ
、
約
１
０

０
人
が
話
芸
を
楽
し
ん
だ
。

同
本
社
ビ
ル
の
敷
地
に
は
、

江
戸
時
代
末
期
か
ら
１
９
７
０

年
ま
で、
寄
席
定
席
「
人
形
町

末
広
」
が
あ
っ
た
。
落
語
を
通

じ
た
文
化
振
興
や
地
域
貢
献
を

目
的
に
、
同
社
が
２
０
１
１
年

か
ら
毎
年
開
催
し
て
い
る
。

こ
の
日
は
、
桂
歌
春
さ
ん
が


